
らくらく申請ツールのご利用マニュアル 

 

【はじめにお読みください】 

1） らくらく申請ツールの著作権は、ビューローベリタスジャパン株式会社に帰属します。 

2） らくらく申請ツールは、弊社ご利用の代理者様及び設計者様へのサービスの一環として、無料で

配布するものです。 

利用者は、利用者自身の自己責任においてらくらく申請ツールをご利用ください。 

弊社は、事由のいかんを問わず本らくらく申請ツールの使用によって発生した（代用品または代

用サービスの調達、使用の損失、利益の損失、業務の中断を含め、またはそれに限定できない）

直接損害、間接損害、偶発的な損害、特別損害、懲罰損害、または結果損害について、一切の

責任を負わないものとします。 

3） らくらく申請ツールは、サポートツールであり評価を保証するものではありません。 

 

【らくらく申請ツールについて】 

らくらく申請ツールは設計住宅性能評価を申請するための「設計住宅性能評価申請書」及び「自己

評価書及び設計内容説明書」を作成するためのツールです。 

申請書、設計内容説明書等の各シートタブの該当項目に内容の選択・入力をしていくと、自動的に

自己評価書及び申請書、設計内容説明書等の図書が作成できます。 

らくらく申請ツールでは、設計内容が同じ住戸について各評価の表示事項毎にまとめて入力する方

式を採用していますので、効率的に書類作成を行うことができます。 

  



【らくらく申請ツールのご利用方法】 

1.申請提出方法 

① 申請受付 

受付票、申請書類（申請書第一面、委任状は押印済みのもの）及び設計図書（各種図面、構造計算

書等）を従来通りの紙申請で提出します。 

 

② らくらく申請ツールで作成したデータの提出 

下記Ⓐ～Ⓒのいずれかの方法より選択し提出します。 

Ⓐ 印刷し紙で提出 （従来通りの申請方法） 

Ⓑ 住宅性能評価業務部代表メール（ctc_hqa@jp.bureauveritas.com）宛てに添付し送信 

Ⓒ Libra（*1)にアップロード （推奨） 

（*1） Libra：申請者と確認検査機関との間で従来書面によって行っている申請手続を、インターネットを利用して行う

システムで、履歴が一目で確認できます。(推奨) 

Libra ご利用には別途 ID が必要となりますので、下記よりご登録ください。 

［Libra：https://bvonlinelibra3.bvjc.com］ 

 

注） 提出方法がⒷ・Ⓒの場合 

・ らくらく申請ツールで作成したデータを印刷しご提出いただく必要はございません（申請書第一面及び委

任状は除く）。 

・ 審査完了時はらくらく申請ツールで作成完了したデータを印刷し、申請図書への添付をお願いします。 

 

③ 申請受付受理 

上記①②の提出内容を確認後、不備がなければ申請受付受理となります。  

Ａ Ｂ Ｃ

受付票 -

申請書（第一面） ●

委任状 ●

設計図書 -

自己評価一覧表 ●

設計内容説明書 ●

躯体天井高計算表 ●

光視計算書 ●

申請書（第一面以外） ●

受理 いずれの方法とも上記提出物が全て揃った時点で受理

従来 メール使用
Libra3 .0使用

（推奨）

申請受付

紙
※申請書（第一面）及び 委任状は押印済のもの

紙
らく らく 申請ツ ー ルで

作成したデ ー タ

提出物

提出方法

らくらく申請

ツール対応

mailto:ctc_hqa@jp.bureauveritas.com
https://bvonlinelibra3.bvjc.com/


2. 入力方法 

 各項目共通事項 

 水色セル：プルダウンより選択   黄色セル：各項目について記入 

 

 

 

 申請書第二面別紙 

希望する性能表示事項：非選択の場合、各設計内容説明書の【選択しない】にチェックが入り、 

設計内容説明欄が綱かけ表示となります 

   

 

 申請書第四面別紙 

7.備考（タイプ名）：完全一致のタイプの場合のみ同一タイプ名を使用 

8.階種類：【地下=1 地上=2 中間階=3 屋上=4 その他=5】を入力 

 

 

 

 

 

 

【４．設計者】

　【資格】 （ 号

　【氏名】

　【建築士事務所名】 （ 号

　【郵便番号】

　【所在地】

　【電話番号】

）建築士事務所　 （ ）知事登録第

　 ）建築士　　　　　　（ ）登録

　

  ２．火災時の安全に関すること

■ ２－１　感知警報装置設置等級（自住戸火災時）

■ ２－２　感知警報装置設置等級（他住戸火災時）

■ ２－３　避難安全対策対策（他住戸火災時・共用廊下）

■ ２－４　脱出対策（火災時）

□ ２－５　耐火等級（延焼のおそれのある部分（開口部以外））

■ ２－６　耐火等級（延焼のおそれのある部分（開口部））

■ ２－７　耐火等級（界壁及び界床）

２－５耐火等級 等級 ・ 外壁の開口部の耐火性能 ■ 仕上表

□ 3 ■ 基準 ・ 耐火時間 （ □ 60分以上 ■ 20分以上 ■ 建具表

■ 2 □ 特認 □ その他 ） □

□ 1 □ 型式 □

□ 該当なし □ 認証 □ 認定書等の活用(第五面に記入）

■ 選択しない

２－６ 等級 ・ 外壁の耐火時間 （ ■ 60分以上 □ 45分以上 ■ 仕上表

■ 4 ■ 基準 □ 20分以上 □ その他 ） ■ 矩計図

□ 3 □ 特認 ・ 軒裏の耐火時間 （ ■ 60分以上 □ 45分以上 □

□ 2 □ 型式 □ 20分以上 □ その他 ） □

□ 1 □ 認証 □ 認定書等の活用(第五面に記入）

□

□

該当なし

選択しない

れ のあ る 部 分 能 が 最 も

・開口部以 外） 低 いも の） 認定書等活用

（ 延 焼 の お そ （ 耐 火 性 軒 裏 の構 造等

・ 開 口 部 ） 能 が 最 も

低 いも の） 認定書等活用

開 口 部 の 防 火 設 備

（ 延 焼 の お そ 耐 火 性 能 の 仕 様 等

れ のあ る 部 分 （ 耐 火 性

外 壁 ・ 軒 外 壁 の構 造等

耐 火 等 級 裏 の 構 造

　 住戸に関する 事項　 （ 別紙）

バルコ ニ ー 等

専用使用部分

の面積 有 無 有 無

0. 00 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

0. 00 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

0. 00 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

0. 00 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

0. 00 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

0. 00 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

住戸面積 下階
有

２ ． 階

４ ． 当該住戸への経路 ５ ． 界壁・ 界床の有無

居室部分

の面積

床面積

合計

共用階段

３ ． 専用部分の床面積

上階

界床の有無

有 無 有 無

エレベータ ー 界壁の有無

有 無 無

共用廊下

8.階種類

出入り口の存

する階の住戸

出入り口の存す

る以外の階の住

戸

７ ． 備考
（ ﾀｲﾌﾟ 名）

６ ． その他

必要な事項

(住戸番号）

水色セル：プルダウンより選択 

黄色セル：各項目について入力 

完全一致のタイプのみ同一 

タイプ名を使用 

【地下=1 地上=2 中間階=3 

屋上=4 その他=5】 



 開口率計算書について 

建具（HS）シート：設計性能評価申請用 

           開口率計算書で使用しますので建具記号及び建具サイズ（開口寸法）を入力 

 

開口部計算書 

 

 

 設計内容説明書について 

※同一等級、同一設計内容毎に作成 

タイプ名：同一等級、同一設計内容であるタイプ名を入力すると、自動で住戸番号が記載されます 

自己評価：該当等級を選択すると、各該当項目にチェックが自動的に入ります。 

 

 

【最後に】 

 らくらく申請ツールの仕様は、予告なしに変更することがあります。 

 らくらく申請ツールの内容については万全を期していますが、ご不審な点や誤りなど、お気づき

の点がございましたら、弊社までご連絡ください。 

開口面積（㎡）

W H S
1 0.000

2 0.000

3 0.000

4 0.000

5 0.000

番号 建具記号
開口寸法（ｍ）

備考

106 206 307

105

104 204 305

103 203 304 404 504

２－７　　　　 ■ ４ ■ 基準 ・構造・材料 □ 仕上表

□ ３ □ 特認 □ 鉄筋コンクリート造　厚さ7cm以上 ■ 平面図

耐火等級　 □ ２ □ 型式 ■ その他 ( ) ■ 矩計図

□ １ □ 認証 □ 大臣認定品 □

■ ・耐火時間　(■ 60分 □ 45分 □ 20分 )

・構造・材料 □ 仕上表

□ 鉄筋コンクリート造　厚さ7cm以上 ■ 平面図

□ その他 ( ) ■ 矩計図

□ 該当なし □ 大臣認定品 □

□ 選択しない ・耐火時間 ( □ 60分 □ 45分 □ 20分 )

ﾀｲﾌﾟ名 住戸番号

D

F

N

P

記載図書

性 能 表 示 自己

評価

結果

評価方法
確 認 設計内容説明欄 設計

内容

確認欄事 項 項 目 項 目 設計内容

基準法告示第1399号、ＦＰ060NP-0198界壁

界壁の構造等
(耐火性能が

最も低いもの）

(界壁及び界床)

共同住宅

下階界床

下階界床の構
造等(耐火性
能が最も低い
もの）

合計 合計 合計 合計 合計

W(m) H(m) W(m) H(m) （㎡） W(m) H(m) W(m) H(m) （㎡） W(m) H(m) W(m) H(m) （㎡） W(m) H(m) W(m) H(m) （㎡） W(m) H(m) W(m) H(m) （㎡）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 00

1

設計寸法 建具
記号

施工寸法 建具
記号

番号
住戸
番号

階
住戸
ﾀｲﾌﾟ

0 0 0

0 0

施工寸法 建具
記号

建具
記号

施工寸法 建具
記号

合計
建具
記号

設計寸法 建具
記号

施工寸法 建具
記号

設計寸法 建具
記号

施工寸法

居　室　名 北 東 南 西 真上

居室床面積（㎡） 上段：設計、下段：施工 開  口  面  積

設計寸法 建具
記号

設計寸法

建具記号及び開口部サイズを 

入力 

開口部面積は自動で計算 

住戸タイプ名を入力すると 

自動的に住戸番号が入力されます 

建具をプルダウンより該当建具記号を選択する

と自動的に開口部寸法が入力されます 

居室毎の面積を入力 

住戸タイプ名を入力すると 

自動的に住戸番号が入力されます 

等級を選択すると、該当基準の項目に 

チェックが入ります 


